「計算の内部表現」の解説
1． 概要

これは、「計算の内部表現.xls」の解説書です。この教材では、アニメーションを用いて、計算の流れを説明していきます。また、16bitの整数同士の加算・減算・乗算の内部表現を学習することができます。入力可能な値は、-32768～32767となっています。

2． 注意事項

· マクロを実行するのでセキュリティを、図1のように「中」レベルに設定してください。
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図１　セキュリティレベルの変更フォーム

また、マクロを有効にしておいてください。

（「ツール」→「マクロ」→「セキュリティ」からセキュリティレベルの変更が可能です）

· Excel終了時に保存するか聞かれますが、保存する必要はありません。

（保存しても特に問題はありません）

· 解像度は800×600以上を推奨します。

3． 使用方法

「計算の内部表現.xls」ファイルを開くと、自動的にマクロが実行され、図2のような基本フォームが立ち上がります。一度マクロを終了した場合でも、「ツール」→「マクロ」→「マクロ」を選択すると、図3のマクロを選択するフォームが出てくるので、Auto_openを選択し、実行すると基本フォームが立ち上がります。
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図２　基本フォーム

図３　マクロ選択フォーム

　フォームが立ち上がった後、テキストボックス内に値１と値２を入力します。計算は、

値1（演算子）値２

となっています。それぞれの値を入力した後、「加算」か「減算」か「乗算」ボタンをクリックすると、計算の流れの説明が始まります。例として、値１を「200」、値2を「100」、演算子を「加算」として変換すると、実行結果は図４のようになります。
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図4　実行結果

4． 機能

（1） 変換速度の変更
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図5　変換速度

計算の流れを表示する速度を10段階で変更できます。デフォルトの速度は５となっており、また、『（遅）1～10（速）』となっています。

（2） 詳細説明の表示

基本フォームの「詳細説明」ボタンをクリックすると、図6の説明表示用フォームが立ち上がります。セルの右上に赤い印があるセルに、説明が格納されているので、「説明表示」ボタンをクリックすると、図7のように説明が表示されます。

また、マクロの終了後にアクティブセルを、説明が格納されているセルに移動させても、図７と同じように表示されます。
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図6　説明表示用フォーム


図7　表示される説明の例

（3） シートの保存

教材ファイルが入っているフォルダにある「save sheets」フォルダ内に現在のシートを保存します。「save sheets」フォルダが存在しない場合は自動的にフォルダが作成されます。
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